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7 ）清谷益次「新聞は移民にとって何であったか」『人文研』第 2 巻、人文研、
1998年、『人文研』　第 3 巻、人文研、1999年。
8 ）深沢正雪「第 2 章　日系メディア史」、ブラジル日本移民百年史編纂・刊行委


























































その推敲の 4 段階とは、第 1 段階の著者自身の執筆による「直筆ノー
ト」の確認作業。34冊約3,000枚の原稿量であった「直筆ノート」のほ




3 月末であったと、「原稿Ａ」のあとがきにあることから、約 4 年を要し 
た転記作業であったことがわかる。































































































































































香山六郎は、1886年 1 月 5 日、熊本県玉名郡高瀬町本町二丁目で、父




























































































32）1899年 7 月29日～1911年 6 月 8 日。第 5 代校長就任。京一中洛北高校同窓会事
務局確認（2013年 8 月）。
33）1886年 4 月10日公布の「明治19年勅令第15号　第 1 次中学校令」及び1899年 2
月 7 日公布された「明治32年勅令28号　第 2 次中学校令」により確認。修業年














































































1905年 3 月、中位の成績で熊本済々黌 5 年生に進級していた。第 2 点は、 
満19歳に達していたことから海軍兵学校受験資格が備わっていたので、






























































































































































































































































































































の時の熊本県から外務省への旅券下付表願い出は1908年 4 月 9 日となっ









































































76）「伯國殖民条例ノ制定」『通商彙纂』明治41年第 1 号、外務省通商局、1908年 1 月。
27
小　括
第二次世界大戦前のブラジル日本人社会から生まれた日本語新聞の一
つ『聖州新報』の創刊者香山六郎について、本稿では、香山の幼少年時
代とブラジル渡航に至るまでの経緯を、サンパウロ人文科学研究所発行
の『香山六郎回想録―ブラジル第一回移民の記録』を端緒として、根本
史料の分析により論証・展開することを試みてきた。
本稿では、香山が『聖州新報』を創刊するに至った遠因は、少年時代
から既に備わっていた事、ブラジルへの非移民としての渡航は、青年時
代の徴兵検査に起因する事などを論証してきた。すなわち、香山の海軍
士官への夢は徴兵検査不合格により破れ、陸軍士官への道も自らの意志
で放棄し、ひたすら徴兵忌避の為の模索を続け、遂に香山は海外渡航に
よる徴兵回避を達成したのだ。これらのことから、香山のブラジル渡航
の最大の原因が徴兵制にあったことが理解できたのではなかろうか。そ
の経緯の中で、幼少期より常に香山を支えてきた叔父土屋員安の存在を
忘れてはならない。ブラジル渡航までの香山の歴史は、土屋員安を除い
ては語れなかったのである。しかし、ブラジル渡航後は、土屋の恩恵に
は浴されない。その役を担ってくるのは、妻となった橋口タニではなか
ろうか。
一渡航者から一移住者へ、そして聖州新報創刊者へと人生行路を大転
換して行く香山については、根本史料を基に次章以降で論証したい。ま
た、課題や今後の見通し等についても次回で纏め、新たな香山論を構築
して行くことを示唆し、本稿の小括とする。
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